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学術情報センターで「自学自習の習慣」を身につけよう！
遠山佳治（短期大学部部長　歴史学）

　学生の皆さん、授業の予習・復習を含め「自学自習」
はどこで行っていますか？──大学・短大では高校ま
でとは異なり、生徒（教えてもらう人）から学生（自
ら学ぶ人）へ変わりましたので、自主的に学習する仕
組み（もちろん、教職員は皆様の夢に向かった歩みへ
のサポートをします）になっています。そのため、卒
業までに自分磨きが大きく前進できるか否かは、授業
の予習・復習や各種試験・資格取得等の対策を含めて、
どの程度「自学自習の習慣」を身につけられるかに大
きく左右されます。
　では、その「自学自習」をどこで行いますか？──
自宅でしょうか。……バイトもあり、家ではなかなか
行えないのが実状ではないでしょうか。そこで、授業
の空き時間や授業後の時間を最大限に活用して、本学
の学術情報センターの図書館やパソコン演習室・自習
室を利用して、学習を進めることをお薦めします。
　予習・復習およびテスト・レポート課題対策等には、
本学Web「PORTAL SITE（ポータルサイト）」掲載の
シラバス画面には「参考図書」という欄があり、そこ
から学術情報センター画面の図書館利用「参考図書一
覧」に飛び、学科・授業別と教員名別から調べること
ができます。また、学術情報センター発行「パスファ
インダー」（図書館で配布）には、「子育て支援」「ド
メスティック・バイオレンス」「食育」など各種授業
でテーマとなる項目や社会で話題となっているテーマ
を選び、そのことに関連したキーワード、学内や他図
書館の図書、関連雑誌・新聞や白書・統計・年鑑、関

連Webサイトが紹介されています。この「パスファ
インダー」は、各種授業のレポート課題作成およびゼ
ミ・卒業研究には大いに参考となることでしょう。そ
の他、図書館の新着資料を各テーマで紹介した「所蔵
資料案内」、「学科専攻の推薦図書一覧」「就職関連資
料（一覧）」など、さまざまなサービスが用意されて
います。
　このように、学術情報センターを「自学自習」の場
で活用して欲しいと希望すると、少し硬いイメージが
ありますが、図書館には映画の DVDや美術の画集等
も揃えています。大学・短大生時代はとても感受性の
強い時期に当たりますので、メディアルームで友達と
名画を見ることもお薦めします。そして、「自分とは
何だろう」「自分が果たす社会的役割は何があるのか」
などとしっかり自己分析を深化させ、自分なりのキャ
リアプラン・ライフプランを築いていって欲しいと思
います。
　現在では、大学・短大において「学生の学習支援に
おける図書館の役割」が重要視されています。他大学
では、図書館での予習を義務付ける授業システムを行
っているところさえもあります。ぜひ皆さんも、学生
時代に図書館の本やコンピュータのデータベースなど
大学で用意しているソフト面の活用とともに、図書館・
パソコン演習室・自習室という自学自習の場としての
ハード面も大いに利用していただき、自分の卒業およ
び卒業後の到達目標を目指して、自分磨きを進めてい
ただきたいと思っております。
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◆ ◆平成 21 年度 学術情報センター利用者アンケート結果報告

　12月に学術情報センターで実施しました学生対象の利用者アンケートの結果発表です。今回実施したアンケー
ト結果と今後の改善についてご報告します。
　回答者数は合計 508名でした。多くの方のご協力をありがとうございました。内訳を見ると一部短大保育学科や
専攻科、家政経済学科に学年を間違えて選択した人がいるようですが、67％が１・２年生の回答でした。

〈概要〉

実施期間：平成 21年 11月 30日月 ～ 12月 18日金
実施方法：学内 PCでのオンラインアンケート
回 答 数：汐路 348名・天白 160名　　合計 508名

〈内訳〉

１年 ２年 ３年 ４年 合計 １年 ２年 ３年 ４年 合計

家
政
学
部

食栄 38 17 35 5 95
短
期
大
学
部

生デ 4 13 17
環境 14 36 23 7 80 食生 6 7 13
家政経済 17 (1) 18 情報 32 43 75
福祉 3 7 2 12 栄養 5 5 10

文
学
部

国英・国言 10 7 9 9 35 保育 5 10 (1) (3) 19
児教 14 23 27 19 83 専攻 2 (1) (1) 4
幼保 12 9 15 4 40

大
学
院

院人文 2 2
院生活 4 1 5 合　　計 165 175 118 50 508

〈PC 演習室の結果〉

～利用頻度～

　PC演習室の利用頻度は、昨年度のアンケート
結果に比べて週に３～ 4回以上利用するという人
の割合が８％増加しました。設問７の PCの保有
率についての回答は、所有しているという人が
95％となりましたが、PC演習室の利用は年々増
加しています。
～利用環境について～

利用環境について満足しているという回答が 39
％となりましたが、一部の方から 7号館の設備に
ついて台数増加などの要望が寄せられました。7
号館の設備については学科の設備となっています
ので、要望を学科に伝えます。
～ PC 相談室の対応について～

　PC相談室の対応については、満足していると
いう回答が 50％となりました。多くの方に満足
していただいていますが、「話かけにくい」とい
うご意見も 23％あります。今後はより相談しや
すい環境を整えていきたいと思います。
　なお新しいホームページでは、図書館に所蔵し
ているパソコン関連の資料を〈参考リンク〉とし
て紹介しています。ExcelやWord、Powerpointの
使い方で困ったときには、こちらの資料も参考に
してください。
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〈図書館の結果〉

～利用頻度～

　図書館の利用頻度は、昨年度と比べて週に 1回以上利用すると答
えた人の割合が合計で 8％増加しました。また１回あたりの利用時間
は 30分～１時間 30分という回答が 40％、１時間 30分以上３時間の
回答が 22％となり、多くの方が長時間図書館を利用しています。
～図書館の利用環境について～

　図書館の利用環境については満足しているという回答が 26％と
なりましたが、ついで資料の探しやすさ 23％、図書・雑誌の充実
21％となりました。
　図書館には毎年 5,000冊ほどの資料を新しく所蔵していますが、
探し方や配架場所がわかりにくいなどの理由から、図書を探しづら
い点があるのだと思います。今後はわかりやすく、探しやすいよう
配慮していきたいと思います。
　なお、天白分館の設備について、「チャイムがなるようにして欲
しい」との要望をいただきましたが、設備の都合上チャイムを鳴ら
すことができませんのでご了承ください。
～図書館職員の対応について～

　図書館職員の対応については 61％の方から「満足している」と
の回答をいただきました。引き続き今後も皆さんに満足していただ
けるよう対応していくとともに、「話しかけやすさ」「対応の親切さ」
が必要と回答された方にも満足してもらうことができるよう、改善
していきたいと思います。
　そして、充実して欲しい本や雑誌についても多くのご意見をいただ
きありがとうございました。今回のアンケートを今後の資料を選ぶと
きの参考にさせていただきます。また特定の図書や著者の図書を希望
する場合は、「図書購入希望」制度をご利用いただくと、ご希望の資料
を図書館に所蔵することができますので、どうぞご利用ください。

〈全体として〉

　PC演習室と PC相談室、図書館ともに多くの方が利用しており、
年々満足度も上昇しています。ですが、サービスの面でいくつかの
課題が残りました。PC演習室では利用者マナー、空調やプリンタ
ー等設備の改善です。図書館では利用者マナーの改善と資料の探し
やすさ、また希望の多かった講習会の実施です。今後はこれらの課
題を重点的に改善していくとともに、利用者の皆さんのニーズにこ
たえていけるようにしていきたいと思います。なお、学術情報セン
ターでは館内に意見箱を設置しています。寄せられた意見には随時
返答を行い改善していきますので、こちらも是非活用してください。
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◆ ◆大学で学ぶということ　～おすすめ資料紹介～

　大学では、教員も学生も共に学び探求します。大学では、これから社会で自立する準備段階として、自分自身で
考え、主体的に学ぶ姿勢をもつことが何より重要です。
　レポートや論文などを自分の力でクリアするために読んでほしい本を紹介します。

問題提起 レポート作成にあたって、まず必要なのは問題提起です。問題意識を持つとともに、情報収
集からレポート作成までのステップを整理しましょう。まずはこんな入門書がおすすめです。

ほかにもあります！	 大学生　学びのハンドブック　世界思想社編集部 編　S3/727　汐路 一般書コーナー
 大学生入門　３訂版　高橋三郎・新田光子 著 377.9/27　汐路 一般書コーナー
   377.9/29　天白 開架

レポート執筆

情報収集が終わったらいよいよ執筆です。
「事実」と「意見」を区別して、根拠を示しながら論理
的に展開しましょう。
文章の書き方、論の進め方に迷ったとき
の参考書も図書館にあります！

ほかにもあります！	 論文＆レポートの書き方　泉　　忠司 著　S8/2725　天白 ブラウジングコーナー
  S8/2724　汐路 一般書コーナー
 論文の教室：レポートから卒論まで　戸田山和久 著　816/183　天白 開架書庫 M4階
 レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方　藤田節子 著 816/189　天白 開架書庫 M4階
   816/187　汐路 一般書コーナー

レポート提出
プレゼンテーション

授業によっては、発表やプレゼンテーションの機会も
あるでしょう。
発表やプレゼンテーションでは、聞き手を目の前にし
て、自分の主張を正確にわかりやすく
伝えることが重要です。

ほかにもあります！	 プレゼンテーションの教科書 増補版　脇山真治 著／日経デザイン 編　336/624　汐路 一般書コーナー
 大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法　松本　茂、河野哲也 著　816/193　天白 開架書庫 M4階
 レポート・論文・プレゼンスキルズ : レポート・論文執筆の基礎とプレゼンテーション
   石坂春秋 著　816/177　汐路 一般書コーナー

GOAL!GOAL!

START!START!

Pick up!
〈学問〉の取扱説明書
仲正 昌樹

　学生と著者の “ふまじめな ”問答を通じて、〈学問〉
のカン違い、幻想を一刀両断！「経済学」、「法学」、「社
会学」など、それぞれの性格を整理
することで、〈学問〉の見取り図が
頭の中に描けるはずです。巻末に「こ
れだけは読んでおけ！ 復習用指定
参考書」つき。

汐路第２閲覧室

S0
2710

Pick up!
大学での学び方「思考」のレッスン
東谷 　護

　受け身型「お勉強」を卒業、いざ「思考」へ！ 
　問う、調べる、読む、書く……何気ない行為を成
果に結びつけるためのヒントがここ
にあります。
　大学生として必要な力とは何なの
か？ 自分の問題意識はどこにある
のか？ 
　迷ったらまずこの一冊を。

汐路一般書コーナー

S0
3114

Pick up!
「名文」に学ぶ表現作法
続・大学生のためのレポート・小論文の書きかた
木下 長宏

　古今東西の〈名文〉を味わいながら、文章の断片
が「論」へと結実していく流れを体得することがで
きます。よく読み、よく書き、問い
続ける！ 伝えるべきことを的確に
表現するための作法を身につけたい
人へ。

天白開架書庫 M4F

816
175

Pick up!
これから学会発表する若者のために
ポスターと口頭のプレゼン技術
酒井 聡樹

　タイトルを聞くと構えてしまう
かもしれませんが……、「学会」だ
けでなく、卒論にも、社会に出て
からもきっと役立つ必読書です！
どの分野にも共通するプレゼンテ
ーションの要点が分かりやすくま
とめられています。読んだ後に自
分のプレゼンを振り返ってみると
新たな発見があるはず。

汐路一般書コーナー

天白開架書庫 4F

002
43

002
44
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　本学では平成 19年度よりWindows Live @ Eduを導
入し、学生用メールシステムのクラウド化を実現して
います。今回はWindows Liveで提供されるさまざま
なサービスについてご紹介します。なお、詳しい操作
方法については http://windowslive.jp.msn.com/guide/に
て公開されています。

１．SkyDrive

　SkyDriveとはWindows Liveが提供するオンライン
ストレージで、25GBの大容量が自由に利用できます。
大学で作成したレポートなどのデータも、SkyDrive
に保存しておけばインターネットに接続した自宅の
PCから利用することができます。USBメモリも必要
ありません。また、近年 USBメモリに感染するコン
ピュータウィルスが流行していますが、SkyDriveを
利用すればそれらの感染を防ぐことができます。ファ
イルの追加も、ドラッグアンドドロップ（図１）で簡
単です（初回に plug-inのインストールが必要です）。
 

２．フォトアルバム

　フォトアルバム（図２）はデジカメで撮影した写真
を整理するのに適しています。SkyDriveを利用する
ので 25GBもの大容量が自由に利用できます。また、
携帯電話から写真をアップロードし、撮った写真を家
族や友人と共有することができます。

３．Office WebApps

　2010年６月の Office2010発売に合わせ、Office2010
の簡易機能がWindows Liveで利用できるようになる
予定です。インターネットに接続している PCさえあ
ればWord, Excel, PowerPointで作成したデータの確認
（図３）はもとより、簡単なレポートや表計算、スラ
イドの作成・編集作業が可能になります。
　作成したデータは自動的に上記 SkyDrive上に保存
されます。SkyDriveの機能を利用し、作成したデー
タを友人等に公開し、共同で編集することも可能です
（図４）。

４．最後に

　SkyDriveをはじめ、これらのサービスはインター
ネット上で提供されています。通常は他人に見られな
いようファイルや画像のアクセス権の設定を自分のみ
にする必要があります。（図５）
 

　これらのサービスを今後の教育研究活動に活用して
下さい。学術情報センターでは今後も ICTを活用し
た学習環境整備を推進していきます。

◆ ◆Windows Live の活用について

図１　SkyDrive にファイルを追加

図２　フォトアルバムの様子

図３　PowerPoint データの表示

図４　Excel データの共同編集

図５　ファイルの共有設定
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◆ ◆ホームページの紹介

　今春、学術情報センターのホームページをリニューアルしました。
　トップ画面で開館カレンダーやメンテナンス情報などの最新情報を提供し、またシステム部門（PC関連）、図書
館とも、内容／構成を大きく改善しました。

（1）トップ画面

トップ画面で
図書館の蔵書を
検索できます。

メンテナンスや臨時休館
などの情報が分かります。

図書館／PC演習室の
開館時間が分かります。

（2）システム部門（パソコンを使う）

メールやソフト
の使い方など

ノート PC貸出予約
（教職員のみ）

ビデオカメラなど、
貸出AV機器の一覧

（3）図書館（資料を探す）

PC演習室／自習室
のソフト一覧

電子ジャーナルやDBなど、
様々な資料検索ができます。

資料の探し方

シラバス参考図書／
推薦図書のリスト

・貸出資料や依頼資料の確認
・図書館通知メールの宛先変更

より使いやすいホームページを目指してがんばりますので、
要望などあれば、ぜひ意見箱に投書してくださいね。
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◆ ◆図書館データベース入門

　今回の「データベース入門」では海外論文を検索するデータベースをご紹介します。
　論文を書くためには、その分野で既に発表された論文を読んで調査することが欠かせません。
　データベースを使えば、今までにどのような論文が発表されているかすぐに検索できます。

■ PubMed LinkOut

　PubMedは米国立医学図書館が提供している無料の文献検索システムです。
　大学でも自宅でもインターネットにつながっているパソコンであれば誰でも利用できます。
　世界最大の医学文献データベースであるMEDLINEの全文献に加えてMEDLINE収載直前の文献（PreMEDLINE）
も収録しているため、最新の論文を広く検索できるのが特徴です。
　ただし、今回ご紹介するのは、ただの「PubMed」ではなく「PubMed LinkOut」になります。

「PubMed LinkOut って？」
　PubMed LinkOut は PubMed と名古屋女子大学図書館で契約している電子ジャーナルへのリンクを作成した
ものです。PubMed で検索をした論文が図書館で契約している電子ジャーナルに掲載されている場合、アイコ
ンをクリックするだけで論文をそのまま読むことができるんです！
　このデータベースは学内ネットワークにつないだパソコンならどこからでも利用できます！
　ぜひ PC 演習室や図書館の PC でご利用ください！

簡易検索

条件限定検索

キーワードを入力して
「Search」ボタンをクリック！ キーワードを入力

すると類語が表示
されます

詳細検索

※本学が契約している電子ジャーナルが
　ない場合はリンクが表示されません

検索して　　　　　  をクリックすると
論文全文が表示されます！
保存・印刷もOK！

 データベースの利用はこちらから
 学術情報センターHP（http://lsic.nagoya-wu.ac.jp/）＞資料を探す＞ Pubmed Central

  ATTENTION!

　「PubMed LinkOut」は学内のみでの利用となります。図書館のパソコンや PC演習室でご利用ください。
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　図書館の定期購読誌に、新しい雑誌が加わりました。いずれも
教員の皆様からご推薦いただいた、学科と関わりの深い内容です。
研究や学習、動向リサーチに、幅広くご活用ください。

パソコン演習室・自習室で利用する仮パスワード■

　自動発行について
　汐路学舎、天白学舎において学生への利用者サービス向上の目的で導入し
ています。利用概要は下記の通りです。
　・持参するもの：学生証
　・利用時間： 平日８：50～ 17：00 迄
　・設置場所： 汐路学舎 中央館 303 PC相談室カウンター
 天白学舎 ２号館 422 PC相談室カウンター（入り口付近）

◆ ◆お 知 ら せ 

◆ ◆新規購読雑誌の紹介

汐路学舎設置状況

※詳しいお申し込みの方法は、図書館カウンターへお問い合わせください。

●新規購読雑誌 一覧　12誌
ジャパンフードサイエンス

汐
　
路
　
本
　
館

Vesta　食文化のひろば
ヘルスケア・レストラン
実験医学
細胞工学
GA HOUSES
商店建築
服飾文化学会誌
繊維機械学会誌
子どもの文化 天

白
分
館

切り抜き速報　科学と環境版
切り抜き速報　障害福祉版

※学術雑誌コーナーに順次配架されます※

汐路本館 天白分館

学内文献複写サービスについて■ （※教職員・大学院生限定サービス）

　「新着雑誌を早く読みたい、でも図書館に行く時間がなかなかない……」そんなお困りごとはありませんか？
　図書館では、所蔵雑誌のコピーをメールでお届けするデリバリーサービスを行っています。
　お申し込みの文献コピーを、インターネットを利用して PDFデータで受け取ることができるため、非常に便利
です。ぜひご利用ください。

申 

し 

込 

み

デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス

期
限
終
了

受
付
連
絡
メ
ー
ル

お
届
け
通
知
メ
ー
ル

２週間以内

文献受け取り

★学内文献複写サービス概要

★文献コピーお届けまでの流れ

・サービス対象：

　　教職員、大学院生

・サービス受付雑誌：

　　汐路本館所蔵の雑誌のみ

・料金：無料

当日
翌開館日　
～２日以内


